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1 月 12 日

長浜市議会議長 中川 勇 様

長浜市議会議員  押谷 正春

私が出席した次の行政本見察の結果にういて報告 します。

1.視察等名  令和 5年度会派 (新 しい風)に よる行政視察研修

2.視察期間  令不日5年 11月 22日 (水)～ 11月 24日 (金 )

3,視察場所及び目的

①福島県会津若松市 「ARを活用した観光行政」について

②宮城県仙台市 「防災意識の醸成と対策」について

③福島県福島市 「福島イノベ●ションコマス ト本毒想」について

4.調査内容感想等

・視察の内容          `
「AR務″活用した綴上行政 |について
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O歴史を物語 る /全 支イヒ罠オ狩滴切に保存 モノヽ 夫 十 る ル

の

ること

O来館者を市内まちなかへ と誘導 し、さ九オFる 文化観光へとつなげること。

020～40代の若年層 を中心 としたファンを増や していくこと

Ω巻挫城特有の階段・回廊の形状を意識した展示構成・顧己置デザインを行うこ

》で歴 申情報 か
')組

斗情報べつ な ☆ヽ支十 ^し

◎歴史に秘められた物語を実感することで現代の町めぐりがワクワクする体

船 ス トー リー テ/室岬 1ン 支十
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○スマー トフ ン VRコ ン ン ツ

各 自のスマー トフ ンアプ リカイミ千用 して 天 守閣か ら 号 ル併 十 て 代 表 的

なスポッ トを紹介

○壁面グラフィック十WBARソ フ ト

各 自のスマー トフォンを使用 し、赤べ こ等 のキャラクタ― と記念撮影がで

きるフォ トスポント

○観光情報検索コンテンツ

カテ ゴライズ されたサムネイル写真 撰十尺し、観光情報を閲覧・取得できる

惜幸母コンテ ンツ

○まちなか周遊事業

サー ビス利用者が会津若松市をスマー トフオンから自動的に流れる音声を

ながら と と イこ とい の で ジ ル

術 「音声 AR |を活 用 して い る

「防災意識の醸成 と対策 |について

仙 台市荒浜小 li吏 日本 大露 焼で 粧 焼 椙 修零ハ 2017 年 5 月上 り脅 焼潰構し

て い か ら の で

を写真や映像で振 り板 る と と ヰ、 焼害 へ の備 党_につ いて ことができ ます ^

の の思い
~(「

い

名取市開上地区の教訓

○先人の教訓が伝わ らなかうた

○津波は閑上に来ない !!! ・・・神話 菱作 って しまった

○避難所に行 った ら、安全宣言が るまでは勝手に移動 しない

○防災無線が機械 の不具合で放送 されなかった

「福島イ ノベーシ ョンコース ト構造Jについて

自立的・持続的な産業発展の実現 と の効果の県全体への波及

○あらゆるチャレンジが可能な地域

○地域の企業 。研究機関・住民が主
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○構想 を考 える人材育成

會澤コンクリー ト株式会社

脱酸素に繋がるコンクリー ト技術の導入              |
自己治癒 コンク リー トや液化 C02を注入した低炭素コンクリー トなどの革新

を用いて プ ェ ー ン の ガスの

ゼロイこする。「NET ZER0 2035」 をコミッ トメン トしました∩

また、保有す るキ圭
‐
術 冷同詫芳社に包括移 転 す るプログラム「aNET ZEROイ

ニシアティブ 1花開発 し、“期限付きネッ トゼ ロ" の 環 務歩全 国 こ広 めています n

福島イノベーション・コース 卜構想推進機構 (主要プロジェク 卜)

・プロジェク ト1

の し

・ プロジェク 2

福島ロボ ッ トテス トフィール ドを中 にロボ ッ ト産業を集積 (ロ ボ ッ ト ドロ

― ン )

。プロジェク ト3

先端的な再生可能エネルギー・ リサイ クル技術の確王へ(エ ネル ギー 。環境・

リサイクル)

・プロジェク ト4

ICTやロボ ッ ト技術等 を活用 した農 ァK産業 の 生 (毒林水産業 )再

・プロジェク ト5

技術開発支援 を涌 じ企業の販路を開 医療 F半司草 )

・プロジェク ト6

次世代航空モビヅテ /の開発や関連企業の競争力強化(航窄宇宙 )

。行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

「ARを活用 した観光行政 |について

当市において モ)く ′卜谷城歴史博物館の 備にオrけ てARの活用をしていく。

市 内まちあるきをす る際においても、「 声 ARIを 活用 してユネスコ世界遺産

りでの各 III糸日の や 祭 郷 半 怖 譜 歩 静 笛 十啓 絲 された与 近 申 II「 然

長 浜 市 議 会

る 降冬  峯子ギ守角声と言沖
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や観光ガイ ドを行 うアプ リの作成に取 り組 んでは ど うか∩

「防災意識の醸成 と対策 |につし`て

当 市 ιrム` イヽ ι‐} 王日オ 際 爪 l 悛 い て Кサィfi,十 (′ギ怠 い 幸 壻子 坊ゝ 熙 肉 で 力■閣
セ を 宝 補 イし

き取れないな どの 情があり∩出来れば防災無線の整備が必用ではないか∩

この地域には大地震は来ないという固定観念での防災訓練ではなく、大地震は

来るという中での防災訓練の実施を行う必要がある。

「福島イノベーシ ョンヨース ト構造 |について

い て しい の が のでは い か

当市には長浜バイオ大学があ り、バ オ閏津 の企業の誘致を積極的に取 り組

む必要があるのではないか

長 浜 市 議 会


